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8PICK UP NEWS !

※次回の広報配布は
　８月 16日（火）です

つつみ じゅんこ
昭和48年６月６日生まれ。Ａ型。人吉東小・第
一中・人吉高を卒業後、神戸親和女子大学に進学。
小学６年生のときから英会話教室に通っていたこ
ともあり、大学では英文学科を専攻した。子ども
のころは英会話教室のほかにも、バイオリンやク
ラシックバレエ、習字、ピアノ、学習塾と月～土
曜まで習い事に通う忙しい子ども時代を過ごす。
バイオリンは今でも続けているそう。「子どもの
ころにいろいろな経験ができました。根気よく習
い事に通わせてくれた両親に感謝しています」

人吉で輝いている人

球磨焼酎の蔵元「繊月酒造株式
会社」の４代目社長

堤 純子さん

（五日町）

100円片手に楽しむ夕方の商店街

銘柄の説明やおすすめを聞き、お気に入りの焼酎を見つけるのも楽しみの一つ（上）
／焼酎とおつまみを調達したらその場で宴会スタート！（下右）／味わいごとに28
蔵元の焼酎がずらりと並んだ球磨焼酎のブース（下左）

　

九
日
町
一
帯
を
中
心
に
、「
人
吉
ふ
れ

あ
い
１
０
０
円
商
店
街
」
が
７
月
24
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
平
成

24
年
7
月
の
第
1
回
か
ら
約
3
カ
月
に

1
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
。
店
の
軒
先
に

１
０
０
円
で
買
う
こ
と
が
で
き
る
商
品
が

並
び
、
商
店
街
全
体
が
一
つ
の
１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
15
回

目
の
今
回
は
、
初
め
て
夕
方
に
開
催
。
涼

し
く
な
る
に
連
れ
て
客
足
は
伸
び
、
多
く

の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
同
時
刻
に
「
1
０
０
円

焼
酎
フ
ェ
ス
」
も
開
催
。
人
吉
球
磨
28
蔵

元
の
球
磨
焼
酎
が
１
杯
1
０
０
円
で
飲
め

る
と
い
う
、
う
れ
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

焼
酎
を
引
き
立
て
る
お
つ
ま
み
メ
ニ
ュ
ー

の
出
店
も
あ
り
、
観
光
客
か
ら
地
元
の
焼

酎
好
き
の
人
ま
で
焼
酎
片
手
に
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

白髪岳（あさぎり町）
の山道を、山頂目指し
て歩く登山者たち。鮮
やかな緑に包まれ、木々
の間を縫って一歩ずつ
進みました。４～９ペー
ジで山の魅力を紹介し
ます。

８
月
８
日
は
「
球
磨
焼
酎
の
日
」。
球
磨

焼
酎
28
の
蔵
元
で
つ
く
る
球
磨
焼
酎
酒

造
組
合
が
、
球
磨
焼
酎
を
広
く
知
っ
て
も
お
う

と
平
成
25
年
に
制
定
し
た
。
蔵
元
の
一
つ
で
あ

る
繊
月
酒
造
株
式
会
社
（
新
町
）
は
１
１
０
年

以
上
続
く
老
舗
。
こ
と
し
１
月
、
蔵
元
の
４
代

目
社
長
に
女
性
と
し
て
初
め
て
就
任
し
た
の
が

堤
さ
ん
だ
。

　

家
業
の
蔵
元
を
代
々
受
け
継
ぐ
堤
家
の
、
４

人
き
ょ
う
だ
い
の
３
番
目
に
生
ま
れ
た
。「
小

さ
い
こ
ろ
、
毎
日
会
社
の
庭
で
遊
ん
で
い
ま
し

た
。会
社
の
行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、

う
ち
は
焼
酎
屋
だ
と
い
う
こ
と
く
ら
い
し
か
知

ら
ず
、
焼
酎
の
原
料
や
作
り
方
な
ど
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

大
学
卒
業
後
、
福
岡
県
の
広
告
代
理
店
に
就

職
。
そ
の
後
、
繊
月
酒
造
が
福
岡
市
に
福
岡
営

業
本
部
を
新
設
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
７
年
勤

め
た
広
告
代
理
店
を
退
職
し
、
同
社
に
入
社
し

た
。「
家
業
に
入
っ
て
か
ら
球
磨
焼
酎
を
猛
勉

強
し
ま
し
た
。
昔
か
ら
伝
わ
る
焼
酎
文
化
の
末

端
に
自
分
が
い
れ
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
」。

会
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
広

告
に
携
わ
っ
た
り
女
性
向
け
の
商
品
を
開
発
し

た
り
と
、
球
磨
焼
酎
を
広
め
て
き
た
。
仕
事
以

外
で
は
、
会
社
が
あ
る
新
町
の
ま
ち
づ
く
り
団

体
「
新
町
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
代
表

も
務
め
て
い
て
、
地
域
の
た
め
に
汗
を
流
し
て

い
る
。

　
「
地
元
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
全
国
に
球
磨

焼
酎
フ
ァ
ン
を
広
め
て
い
き
た
い
」。
ほ
か
の

蔵
元
と
力
を
合
わ
せ
、
伝
統
あ
る
球
磨
焼
酎
の

味
と
文
化
を
日
本
全
国
に
広
め
て
い
く
。

（上）５月に開催された繊月まつりの様子
（下）新町デザインプロジェクトの皆さんと
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日
本
は
、
国
土
の
約
７
割
を
森

林
が
占
め
る
世
界
有
数
の
森
林
国

で
す
。
森
林
の
多
く
は
山
間
部
に

あ
り
ま
す
。
山
々
は
雨
水
を
吸
収

し
て
蓄
え
、
水
を
浄
化
し
な
が
ら

河
川
に
送
り
出
し
、
洪
水
や
渇
水

を
抑
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
樹
木
が
根
を
張

る
こ
と
で
土
砂
崩
れ
を
防
い
だ

り
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
吸

収
し
て
地
球
温
暖
化
を
防
止
し
た

り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
森
林
の
役
割

は
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

山
の
恩
恵
を
受
け
て
生
活
し
て

い
る
私
た
ち
。
山
に
親
し
み
、
山

の
恩
恵
に
感
謝
す
る
日
と
し
て
、

世
界
で
初
め
て
山
に
関
す
る
国
民

の
祝
日
「
山
の
日
」
が
１
月
１
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
の
役
割
を
持
続
的
に
発
揮
さ

せ
る
た
め
に
は
、
日
常
的
に
森
林

の
整
備
や
管
理
を
行
う
こ
と
や
、

私
た
ち
が
山
に
関
心
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。
初
め
て
の
山
の
日

は
８
月
11
日
㈭
。
身
近
な
自
然
の

恵
み
を
感
じ
に
、
山
に
出
掛
け
て

み
ま
し
ょ
う
。

山
の
恩
恵
に
感
謝
し
よ
う

特  
集

山
を
楽
し
む

　

こ
と
し
か
ら
、８
月
11
日
は
国
民
の
祝
日
「
山
の
日
」
に
な
り
ま
し
た
。

人
吉
市
は
、
周
囲
を
九
州
山
脈
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
。

「
山
の
日
」
を
機
会
に
、
身
近
に
あ
る
山
に
出
掛
け
て
自
然
の
恵
み
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

山を楽しむ特集
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平
地
で
は
味
わ
え
な
い
感
覚

　

職
場
の
人
に
誘
わ
れ
て
登
山
に

挑
戦
し
た
の
が
、
山
と
の
出
会
い

で
す
。
そ
れ
か
ら
50
年
以
上
、
山

に
魅
了
さ
れ
登
り
続
け
て
い
ま

す
。

　

山
に
は
癒
し
効
果
が
あ
り
ま

す
。
山
に
入
っ
た
だ
け
で
、
と
て

も
気
持
ち
が
良
く
落
ち
着
く
の
で

す
。
平
地
で
同
じ
感
覚
を
感
じ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
山
歩
き
の

途
中
も
、
大
木
に
触
れ
た
り
そ
の

季
節
に
咲
く
花
を
見
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
頂
上

に
到
達
し
た
と
き
の
達
成
感
と
、

そ
こ
か
ら
見
渡
せ
る
景
色
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
山
登

り
の
醍だ

い
ご
み

醐
味
で
、
登
っ
た
人
だ
け

味
わ
え
る
感
覚
で
す
。
下
山
後
の

温
泉
と
焼
酎
も
最
高
！ 

登
山
は

山
に
入
る
た
び
に
新
た
な
発
見

　

山
に
は
、
平
地
で
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
木
や
草
花

が
生
育
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
人

吉
球
磨
地
域
一
帯
の
山
は
珍
し
い

植
物
が
豊
富
で
、
植
物
研
究
家
に

と
っ
て
、
と
て
も
魅
力
が
あ
る
地

域
で
す
。

　

人
吉
球
磨
地
域
は
九
州
の
中
南

部
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
年
間

の
平
均
気
温
が
15
〜
16
度
と
比
較

的
暖
か
い
地
域
。
ま
た
、
フ
ォ
ッ

サ
マ
グ
ナ
（
中
央
構
造
線
）
が
横

断
し
て
い
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
層
が
混
ざ
り
合
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
に
あ
る
こ
と

で
、
植
物
が
育
ち
や
す
く
、
ほ
か

に
無
い
植
物
が
豊
富
に
生
育
し
て

い
る
の
で
す
。
日
本
だ
け
に
生
育

す
る
植
物
の
う
ち
、
私
が
人
吉
球

健
康
維
持
に
も
な
り
ま
す
し
、
仲

間
と
一
緒
に
感
動
を
共
感
で
き
る

の
も
楽
し
い
で
す
。

　

人
吉
山
の
会
は
、発
足
45
周
年
。

人
吉
球
磨
地
域
の
登
山
愛
好
家
が

集
ま
り
、
同
地
域
を
中
心
に
毎
月

２
〜
３
回
登
山
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
６
月
末
か
ら
７
月
初
め
に
は

45
周
年
を
記
念
し
て
ス
イ
ス
の
ア

ル
プ
ス
山
脈
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
山
は
楽
し
い
こ
と
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
危
険
も
潜

ん
で
い
ま
す
。事
故
に
注
意
し
て
、

慌
て
ず
ゆ
っ
く
り
山
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
し
っ
か
り
装
備
を
す

れ
ば
、
年
中
山
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
季
節
に
し
か
味

わ
え
な
い
新
緑
や
花
、
紅
葉
、
雪

景
色
な
ど
を
多
く
の
方
に
体
感
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

磨
地
域
で
確
認
し
た
の
は
１
７
０

種
類
以
上
。
山
に
入
る
た
び
に
新

し
い
も
の
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

近
年
、
山
登
り
が
全
国
的
に
人

気
で
す
。
健
康
づ
く
り
や
景
色
を

楽
し
む
山
登
り
も
い
い
で
す
が
、

足
元
に
生
え
て
い
る
草
花
や
木
の

名
前
な
ど
を
知
っ
て
い
れ
ば
も
っ

と
山
が
楽
し
め
る
は
ず
。
た
だ
登

る
だ
け
じ
ゃ
も
っ
た
い
な
い
。
少

し
で
も
知
識
を
得
て
山
登
り
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

植
物
の
名
前
の
由
来
や
、
病
気

や
け
が
に
効
く
植
物
な
ど
、
植
物

一
つ
一
つ
に
物
語
が
あ
り
ま
す
。

山
で
見
つ
け
た
植
物
に
ま
つ
わ
る

話
を
調
べ
る
の
も
楽
し
い
で
す

よ
。
山
の
日
を
機
会
に
、
山
に
生

育
し
て
い
る
植
物
も
見
つ
め
直
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

写真１＿水を貯水する役割を持つブナの木。白髪岳に数多く生育している　写真２＿人吉山の会の皆さん。「白髪岳の登頂達成！」　　
写真３＿山頂までもう少し。眼下に景色が広がる　写真４・５・６・７＿山道で見つけた植物たち。草花を見つけるのも楽しみの一つ

登山愛好家が語る
「山の魅力」

植物研究家が語る
「山の魅力」
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人吉山の会

会長 坂本 克
かつひこ

彦さん
（願成寺町）

環境省希少野生動植物保存推進員

乙
おとます

益 正
まさたか

隆さん
（土手町）

球磨郡錦町から望む白髪岳

INTERVIEW

INTERVIEW

登山愛好者で「人吉山の会」会長の坂本さんと、地元の植物研究家・乙益さんに「山の魅力」を聞きました。
達人が語る「山の魅力」

山を楽しむ特集

身
近
な
山
に
出
掛
け
て
み
よ
う

　

九
州
山
脈
の
山
々
に
囲
ま
れ
た

盆
地
に
あ
り
、
昔
か
ら
山
の
恩
恵

を
受
け
て
き
た
人
吉
球
磨
地
域
。

市
房
山（
水
上
村
）や
白
髪
岳（
あ

さ
ぎ
り
町
）、
仰
鳥
帽
子
山
（
相

良
村
・
五
木
村
）
な
ど
山
登
り
が

楽
し
め
る
山
が
身
近
に
あ
り
、
山

の
恵
み
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

中
で
も
、
初
心
者
向
き
の
山
が

白
髪
岳
（
標
高
１
４
１
６
㍍
）。

７
月
の
あ
る
日
、
白
髪
岳
の
登
山

に
人
吉
球
磨
地
域
の
登
山
愛
好
家

で
つ
く
る
「
人
吉
山
の
会
」
の
皆

さ
ん
が
向
か
い
ま
し
た
。

　

登
山
口
ま
で
市
内
か
ら
車
で
約

50
分
。
車
を
降
り
登
山
口
か
ら
山

に
入
っ
た
と
た
ん
、
澄
ん
だ
空
気

と
緑
色
の
葉
に
包
ま
れ
す
が
す
が

し
い
気
持
ち
に
。
地
面
を
一
歩
一

歩
踏
み
し
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
山

道
を
進
み
ま
す
。
虫
の
鳴
き
声
や

鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
い
た
り
、
草

花
を
見
た
り
木
に
触
れ
た
り
と
五

感
で
山
を
感
じ
山
頂
へ
。
約
１
時

間
50
分
で
山
頂
に
到
着
。
山
頂
か

ら
の
景
色
は
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん

市
房
山
や
宮
崎
県
え
び
の
市
、
霧

島
連
山
な
ど
３
６
０
度
見
渡
す
こ

と
が
で
き
、
大
き
な
達
成
感
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

登
っ
て
感
じ
る
山
の
魅
力

　

普
段
の
生
活
で
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
山
の
魅
力
を
体
感
す
る
た

め
に
、「
人
吉
山
の
会
」
の
皆
さ
ん
と
山
登
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
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■
森
林
自
然
観
察
体
験
教
室

■
水
上
村
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー

問合せ　有限会社ランドアース（☎３４－７２２２）
　　　　ホームページ　http://www.landearth.co.jp

山
を
楽
し
む
た
め
の
準
備

　

人
吉
球
磨
地
域
で
唯
一
登
山
ツ
ア
ー
を
行
う
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
ラ
ン
ド
ア
ー
ス
」
に
登
山
の
準
備
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

INTERVIEW

リュックの中身は？

登山の装備

有限会社ランドアース会長兼代表取締役社長

迫田  重
しげみつ

光さん

▲登山には１人で行かず、経験者と一緒に複数人で行く
▲山登りのスピードが一番遅い人に合わせて進む
▲トイレのときなど登山ルートから離れるときは、同行者に声を掛けて行く方向を伝える
▲足の締め付けや緩みを防ぐために、小まめに靴ひもで靴を調整する
▲ 50 分歩いたら 10分休憩をするなどリズム良く進む
▲危険防止のため、登山道以外はなるべく歩かない
▲山の動植物をむやみに触ったり持ち帰ったりしない
▲ごみは必ず持って帰る（常識！）

水、塩（塩あめでも可）、ドライフルーツ、ピーナツ、弁当、雨具（上下別々で防水・
透湿性素材のもの）、着替え、ロープ、カラビナ、ナイフ、ライト (ヘッドライトが
おすすめ）、トイレ用スコップ、トイレットペーパー、ファーストエイドキット（ば
んそうこうや鎮痛剤など）、日焼け止め、地図、携帯電話、スマートフォン（バッテリー
も忘れずに）

安全に気持ちよく山を楽しむための注意点

山登りの注意やルールを守って安全に登山を楽しみましょう！
ランドアースでは、市房山や白髪岳などの登山ツアーも行っています。
詳しくはお問合せいただくかホームページをご覧ください

登山靴　靴擦れを防ぐために履きなれた靴
　　　　を使いましょう。靴底に深い溝が
　　　　あるジョギングシューズでも可

登山服　肌の露出をなくすために長袖・長ズ
　　　　ボンを着用。綿は極力避け、吸汗速
　　　　乾性で伸縮性があり動きやすいもの
　　　　を選びましょう

防寒着　風などで体温低下を防ぐために必要
　　　　です

帽子　日よけや防寒用として着用しましょう

サングラス　山の強い日差しや照り返しを防
　　　　　　ぎます

リュック　日帰りであれば 10 ～ 15㍑の大
　　　　　きさのリュックを使用しましょう

トレッキングポール　歩行の補助として使う
　　　　　　　　　　と楽に安全に登ること
　　　　　　　　　　ができます

写真：水上村提供

初
心
者
に
お
す
す
め
！ 

身
近
な
山
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
を
紹
介
し
ま
す

　

県
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に

森
林
自
然
観
察
体
験
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
熊
本
県
森
林
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
の
案
内
で
、

動
植
物
の
観
察
や
木
工
製
作
な
ど

の
自
然
体
験
を
行
い
ま
す
。

人
吉
球
磨
地
域
開
催
の

森
林
自
然
観
察
体
験
教
室

期
日　

①
10
月
16
日
㈰
、
②
11
月

20
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30
分
〜
）

場
所　

①
田
野
高
原
（
田
野
町
）、

②
五
木
大
滝
（
球
磨
郡
五
木
村
）

参
加
料　

大
人
５
０
０
円
、
子
ど

も
３
０
０
円

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

一
般
社
団
法
人 

熊
本
県
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

協
会
（
☎
０
９
０
‐
２
５
８
２

‐
９
６
４
８　

℻
０
５
０
‐

３
７
３
７
‐
５
８
１
８　

〒
８
６

２
‐
０
９
５
４　

熊
本
市
中
央
区

神
水
１
丁
目
11
‐
14
）
電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス　

inst@
m
orino-

annai.com

　

森
林
浴
の
癒
し
効
果
を
利
用

し
、
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
生

か
す
試
み
が
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」

で
す
。
ツ
ア
ー
は
、
照
葉
樹
林
の

原
生
林
が
多
く
残
る
球
磨
郡
水
上

村
の
市
房
山
を
地
元
ス
タ
ッ
フ
が

案
内
し
ま
す
。
森
林
セ
ラ
ピ
ー
で

癒
し
の
ひ
と
と
き
を
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
？

期
日　

随
時
開
催
（
ツ
ア
ー
希
望

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
）

時
間　

①
午
前
９
時
30
分
〜
、
②

午
後
０
時
30
分
〜
※
所
要
時
間
３

時
間
30
分
程
度

参
加
料　

１
人
２
千
〜
６
千
円

（
参
加
人
数
で
異
な
り
ま
す
。
ガ

イ
ド
料
・
セ
ラ
ピ
ー
弁
当
・
温
泉

券
を
含
む
）

申
込
方
法　

水
上
村
産
業
振
興
課

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
申
込
先
に
お
持
ち
に
な
る

か
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ　

水
の
上
の
学

校
事
務
局
（
水
上
村
産
業
振
興

課
内　

☎
44
‐
０
３
１
４　
　

　

44
‐
０
６
６
２　

〒
８
６
８

‐
０
７
９
５　

球
磨
郡
水
上
村

大
字
岩
野
90
）
電
子
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス　

sangyoushinkou@
vill.m

izukam
i.lg.jp　

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.vill.

m
izukam

i.lg.jp/

℻

全
て
の
人
が
受
け
る
山
の
恩
恵

　

森
林
は
、
貯
水
タ
ン
ク
の
よ
う

に
水
を
保
持
し
た
り
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
や
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
人
を
癒
し
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
役

割
を
維
持
す
る
に
は
、
山
の
適
切

な
管
理
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
山
の
木
を
植
え
た

り
切
っ
た
り
し
て
山
の
管
理
を
し

て
い
ま
す
が
、
切
り
出
さ
れ
た
木

材
は
産
業
に
結
び
つ
い
て
い
ま

す
。
木
を
有
効
に
使
う
こ
と
は
木

材
産
業
が
潤
い
、
森
林
の
保
全
・

管
理
に
つ
な
が
り
、
私
た
ち
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
が
つ
く
り

だ
さ
れ
ま
す
。

　

全
て
の
人
間
が
、
山
の
恩
恵
を

受
け
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
普
段

は
な
か
な
か
感
じ
る
こ
と
が
で
き

な
く
て
も
、
山
に
入
れ
ば
、
そ
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

山
の
恵
み
を
次
代
に
つ
な
ぐ
た
め
に

き
る
は
ず
で
す
。「
山
の
日
」
を

き
っ
か
け
に
、
多
く
の
方
に
山
の

恵
み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
山
を
楽
し
ん
で

　

山
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

動
植
物
が
す
ん
で
い
ま
す
。
人
吉

球
磨
地
域
は
、
市
房
山
に
生
息
す

る
国
の
天
然
記
念
物
の
チ
ョ
ウ

「
ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
」
な
ど

の
希
少
種
が
多
い
地
域
で
す
。
こ

の
よ
う
な
希
少
種
は
守
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

登
山
を
す
る
と
き
は
、
珍
し
い

動
植
物
を
見
つ
け
て
も
決
し
て
採

取
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

登
山
ル
ー
ト
も
守
っ
て
く
だ
さ

い
。
登
山
道
か
ら
外
れ
る
こ
と

で
、
傷
つ
か
な
く
て
い
い
植
物

ま
で
傷
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
山
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

林野庁九州森林管理局
熊本南部森林管理署

署長 濱田 秀
しゅういちろう

一郎さん
※熊本南部森林管理所では、森
に関するセミナーを年４回開催
しています。詳しくはお問い合
わせください。
問合せ　☎２３－３３１１

国有林の保全・管理を行う南部森林管理所の濱田署長に話を聞きました。

山を楽しむ特集
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昨
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
人

吉
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｍ
も

ぞ

Ｏ
Ｚ
Ｏ

ＣかＡ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
８
６
８
」
の
来

館
者
が
、
７
月
８
日
に
10
万
人
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

10
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
佐
賀

県
唐
津
市
か
ら
旅
行
で
訪
れ
た
小し

ょ
う
じ路

敬け
い
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
・
幸ゆ

き
こ子
さ
ん
夫
婦
と
、

孫
の
花は

な

ち
ゃ
ん
、
陽ひ

な

の
菜
乃
ち
ゃ
ん
、

隆り
ゅ
う
へ
い
平
ち
ゃ
ん
の
５
人
。
ス
タ
ッ
フ
か

ら
祝
福
を
受
け
た
一
行
に
、
同
館
を

監
修
し
た
水
戸
岡
鋭え

い
じ治
さ
ん
の
サ
イ

ン
色
紙
や
同
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
花
ち
ゃ
ん
は

「
び
っ
く
り
し
た
け
ど
、う
れ
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

スタッフから祝福を受けてうれしそうな小路さん家族

１年間に10万人が来館！
ＭＯＺＯＣＡ来館者10万人達成

間違えた箇所の解説を聞く生徒

　

市
内
の
小
学
３
年
生
を
対
象
に
し

た
「
夏
休
み
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
」

を
７
月
21
日
〜
29
日
に
開
講
し
ま
し

た
。
９
年
目
を
迎
え
る
こ
の
取
り
組

み
は
、
夏
休
み
期
間
に
１
年
生
か
ら

の
国
語
と
算
数
の
復
習
を
行
い
、
苦

手
な
部
分
を
克
服
す
る
こ
と
で
学
習

意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

教
え
る
先
生
は
、
元
教
師
な
ど
の

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
や
支
援
員
の
ほ

か
、
球
磨
工
高
の
生
徒
も
協
力
。
子

ど
も
た
ち
は
市
教
育
委
員
会
が
作
っ

た
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
み
、
１
枚
で

き
る
ご
と
に
先
生
に
マ
ル
を
付
け
て

も
ら
い
、
ま
ち
が
っ
た
箇
所
の
解
説

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

苦手を克服して勉強大好きに！
夏休みパワーアップ教室

　

市
梅
園
で
収
穫
し
た
ウ
メ
の
加
工

に
取
り
組
む
大
畑
小
の
３
年
生
11
人

が
、
7
月
15
日
に
梅
干
し
作
り
に
欠

か
せ
な
い
シ
ソ
の
葉
加
工
を
体
験
し

ま
し
た
。
総
合
学
習
「
大
畑
の
宝
を

知
ろ
う
」
の
一
環
で
体
験
。

　

子
ど
も
た
ち
は
虫
や
異
物
が
つ
い

て
い
な
い
か
確
か
め
な
が
ら
葉
を
摘

み
取
り
、
葉
に
塩
を
か
け
て
手
で
も

み
こ
ん
だ
後
、
梅
酢
を
入
れ
る
工
程

を
行
い
ま
し
た
。
最
初
は
ぎ
こ
ち
な

い
手
付
き
で
し
た
が
、
講
師
を
務
め

る
地
元
の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
楽
し

く
上
手
に
で
き
て
い
ま
し
た
。
今
後

は
ウ
メ
を
天
日
干
し
し
た
後
、
漬
け

込
ん
で
い
き
ま
す
。

シソの葉を手でもむ子どもたち

おいしい梅干しが楽しみ
大畑小学校梅加工体験

　

市
と
人
吉
医
療
セ
ン
タ
ー
（
老
神

町
）
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
所
有
す
る

旧
人
吉
高
等
看
護
専
門
学
校
施
設
に

市
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
機
能
を
移

転
す
る
協
定
を
６
月
30
日
に
締
結
し

ま
し
た
。

　

市
は
、
同
施
設
を
熊
本
地
震
の
影

響
で
機
能
不
全
と
な
っ
た
市
の
公
共

施
設
に
代
わ
り
、
市
の
業
務
の
一
部

や
備
品
等
の
保
管
、
避
難
所
な
ど
の

多
機
能
施
設
と
し
て
活
用
。
同
施
設

は
、
今
年
度
無
償
で
同
セ
ン
タ
ー
か

ら
提
供
さ
れ
ま
す
。
市
保
健
セ
ン

タ
ー
と
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
７

月
４
日
か
ら
同
施
設
で
の
業
務
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

協定書に調印した松岡市長と木村正
まさみ

美院長（右）

旧看護専門校に市の機能を移転
多機能型緊急総合対策応援事業協定調印

　

郷
土
の
偉
人
・
一い

ち
の
い井
正ま

さ
つ
ね典
の
生
き

方
に
学
び
、
次
世
代
を
担
う
若
者
に

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
『
一
井
正
典
「
青

雲
の
志
」
育
成
事
業
』。
こ
の
事
業

で
３
月
に
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
た

高
校
生
の
報
告
会
を
７
月
20
日
、
市

役
所
西
間
別
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
会
に
は
、
高
校
生
の
感
想
を

生
で
聞
こ
う
と
市
民
約
50
人
が
参

加
。派
遣
さ
れ
た
５
人
の
高
校
生
が
、

写
真
を
見
せ
な
が
ら
経
験
し
た
こ
と

や
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

高
校
生
は
、「
英
語
力
を
高
め
た
い
」

「
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」
と

新
た
な
目
標
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

異文化体験で意識が変化
一井正典「青雲の志」育成事業全体報告会

５人の高校生が一人ずつ経験したことを発表した

　

木
に
触
れ
て
木
の
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
お
う
と
、
７
月
13
日
に
人
吉
中

央
幼
稚
園
（
南
泉
田
町
）
で
、
球
磨

工
高
建
築
科
３
年
生
に
よ
る
「
木
育

教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
木
育

教
室
は
昨
年
に
続
い
て
２
回
目
。
こ

と
し
は
同
園
と
青
井
幼
稚
園
で
年
３

回
ず
つ
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

初
回
は
木
の
お
守
り
作
り
体
験
。

先
生
の
球
磨
工
高
生
が
、
園
児
た
ち

に
丁
寧
に
作
り
方
を
教
え
ま
し
た
。

同
高
の
淺あ
さ
の野
隆り

ゅ
う
た太
君
は
「
教
え
る
の

が
難
し
か
っ
た
け
ど
園
児
と
仲
良
く

な
れ
た
」。
園
児
の
渕
田
帆ほ

の
か華

ち
ゃ

ん
は
「
優
し
く
教
え
て
も
ら
っ
て
楽

し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

高校生に教わりながら、サンドペーパーで木を磨く園児

球磨工高生が木の先生に
球磨工高生による「木育教室」

　

発
展
途
上
国
で
経
済
や
社
会
の
発

展
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
青
年
海
外
協
力
隊
。
同
隊
員
と
し

て
ト
ン
ガ
王
国
に
赴
任
し
、
日
本
語

教
育
を
担
当
し
て
い
た
市
出
身
の

渕ふ
ち
た田
克か

つ
み己
さ
ん
が
、
7
月
19
日
に
２

年
間
の
任
期
を
終
え
て
市
役
所
を
訪

問
し
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
の
活
動
の
様
子
や
日
本
と

の
文
化
や
思
想
の
違
い
な
ど
を
話

し
、「
校
舎
が
な
く
、
テ
ン
ト
の
下

で
授
業
を
行
う
こ
と
が
当
た
り
前

だ
っ
た
」
と
渕
田
さ
ん
。
今
後
は
教

員
免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
母
校
の

大
学
に
通
い
直
し
、
教
師
を
目
指
す

そ
う
で
す
。

写真を使って報告をする渕田さん

途上国での経験が大きな財産に
青年海外協力隊市役所訪問

　

市
は
、
市
庁
舎
の
建
て
替
え
に
関

す
る
校
区
説
明
会
を
、
7
月
15
日
の

大
畑
地
区
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
松
岡
市
長
が
防
災

セ
ン
タ
ー
機
能
を
備
え
た
総
合
庁
舎

方
式
へ
方
針
転
換
し
た
経
緯
な
ど
を

説
明
。
震
災
の
影
響
で
庁
舎
が
分
散

し
た
こ
と
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
や
被
災
に
よ
る
国
か
ら
の
財
政

支
援
が
見
込
め
る
こ
と
な
ど
を
話
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
住
民
か
ら
は
、

「
建
設
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
」「
水
害

な
ど
ど
ん
な
災
害
に
も
対
応
で
き
る

被
災
し
な
い
庁
舎
に
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

住民の前で説明する松岡市長

どんな災害にも強い新庁舎へ
新庁舎建設に伴う校区説明会
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お
知
ら
せ

平
和
を
祈
り
黙
と
う
を

児
童
扶
養
手
当
８
月
支
払
い

分
を
振
り
込
み
ま
す

　

毎
年
８
月
は
「
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
」
の
提
出
月
で
す
。
対
象

者
に
は
市
福
祉
課
か
ら
提
出
書
類

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
31
日

㈬
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
８

月
分
以
降
の
支
給
が
差
し
止
め
ら

れ
ま
す
。
現
況
届
を
２
年
間
提
出

し
な
い
場
合
は
受
給
資
格
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

婚
姻
や
住
所
変
更
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
は
必
ず
市
福
祉
課
に
届
け

　

８
月
支
払
い
分
（
平
成
28
年
４

〜
７
月
分
）の
児
童
扶
養
手
当
は
、

８
月
10
日
㈬
に
指
定
の
金
融
機
関

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

昨
年
度
の
現
況
届
を
提
出
し
て

い
な
い
方
に
は
支
払
い
が
で
き
ま

せ
ん
。
急
い
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

広
島
市
、
長
崎
市
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
て
今
年
で
71
年
目
を
迎
え

ま
す
。
戦
没
者
、
原
爆
死
没
者
の

ご
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
し
、
家
庭
や
職
場
で
１
分

間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

８
月
６
日
㈯　

午
前
８
時
15
分

８
月
９
日
㈫　

午
前
11
時
２
分

８
月
15
日
㈪　

正
午

問
合
せ　

市
福
祉
課
福
祉
政
策
係

情　報
ひろば

人吉市関連施設
カ ル チ ャ ー パ レス ☎２４－３３１１

ス ポ ー ツ パ レ ス ☎２２－１６８８

水 道 局 ☎２２－５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎２４－８４２０

石 野 公 園 ☎２２－６７００

人 吉 城 歴 史 館 ☎２２－２３２４

鉄 道 ミ ュ ー ジ ア ム ☎４８－４２００

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

お
墓
参
り
の
後
、
お
墓
の
周
辺

に
古
い
供
花
や
花
の
包
み
紙
、
お

供
え
物
が
ご
み
と
な
っ
て
散
乱
し

た
り
、
お
供
え
物
を
目
当
て
に
カ

ラ
ス
が
集
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

ご
み
が
自
然
に
な
く
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
参
り
が
済
ん

だ
ら
お
供
え
物
と
ご
み
は
持
ち
帰

り
、
お
墓
と
そ
の
周
り
を
き
れ
い

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

人
吉
球
磨
地
域
に
は
、
お
盆
に

帰
っ
て
こ
ら
れ
た
先
祖
の
霊
を
、

精
霊
舟
を
流
し
て
送
る
習
わ
し
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
球
磨
川
に

流
し
た
精
霊
舟
は
下
流
に
着
い

て
、
回
収
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ

れ
た
り
舟
に
乗
せ
た
お
供
え
物
が

　

市
で
は
、
河
川
な
ど
の
水
質
を

保
全
し
て
さ
ら
に
市
民
の
快
適
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
補

助
制
度
を
設
け
て
合
併
浄
化
槽
の

設
置
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

河
川
な
ど
の
水
質
を
悪
化
さ
せ

る
大
き
な
原
因
の
一
つ
が
、
炊

事
、
洗
濯
、
風
呂
な
ど
で
使
わ
れ

た
生
活
雑
排
水
で
す
。
合
併
浄
化

槽
は
、
家
庭
か
ら
出
る
全
て
の
汚

水
を
浄
化
し
放
流
す
る
た
め
、
河

川
な
ど
へ
の
水
質
汚
染
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
し
尿
と
生
活
雑

排
水
を
併
せ
て
処
理
す
る
合
併
浄

化
槽
は
、
し
尿
の
み
を
処
理
す
る

合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
て

快
適
な
生
活
環
境
を

精
霊
流
し
を
す
る
と
き
は

舟
を
回
収
し
て
く
だ
さ
い

人吉市役所 ☎２２－２１１１(代表)

住　　所　〒 868-8601 人吉市下城本町　
　　　　　１５７８番地１
開庁時間　午前８時 30分～午後５時 15分
 　　　　   （木曜は～午後７時）
開 庁 日　月～金曜 (祝日を除く )
ホームページ　
　　　　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

単
独
処
理
浄
化
槽
に
比
べ
て
河
川

な
ど
へ
流
す
汚
濁
量
が
８
分
の
１

程
度
に
減
少
し
ま
す
。

　

合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
、
快
適

な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

※
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
下
水
道
課
事
業
係

腐
っ
て
悪
臭
を
放
っ
た
り
と
、
危

険
で
不
衛
生
な
状
況
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

精
霊
流
し
を
行
う
と
き
は
舟
を

回
収
し
、
ご
先
祖
か
ら
受
け
継
い

で
き
た
清
流
・
球
磨
川
を
い
つ
ま

で
も
き
れ
い
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

八
代
河
川
国
道
事

務
所
人
吉
出
張
所
（
☎
22
‐

３
２
４
４
）

お
墓
参
り
の
後
は
お
供
え
物

を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

入
院
・
外
来
の
医
療
費
が
高
額
に

な
る
場
合
、医
療
機
関
の
窓
口
で「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
提
示
す
る
と
、
医
療
費
の
支

払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な

り
ま
す
。

 

・
認
定
証
を
提
示
す
る
と
、
２
カ
所

　

以
上
の
入
院
や
外
来
分
が
あ
る
場 

　

合
を
除
き
、
高
額
医
療
費
の
申
請

　

が
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

 

・ 

認
定
証
は
事
前
に
市
保
険
年
金

　

課（
市
役
所
西
間
別
館
②
番
窓
口
）

　

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に

　

は
保
険
証
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

市
保
険
年
金
課
国
保
年
金
係 

(

☎
22
‐
2
１
１
１  

内
線
１
２
２
１)

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

所得区分 70歳未満の方
上位所得者

保険証、限度額適用認定証
一般
住民税

非課税世帯 保険証、限度額適用・標準負担減額認定証

所得区分 負担割合 70歳以上75歳未満
現役並み所得者 ３割 保険証※保険証を提示するだけで自己負担限度

額までとなります一般 １割または２割

低所得者Ⅰ
低所得者Ⅱ １割または２割 保険証、限度額適用・標準負担額減額認定証

医療機関窓口に提示するもの

　

市
で
は
、
元
気
な
毎
日
を
送
る
た

め
の
男
性
向
け
健
康
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　

定
年
を
迎
え
仕
事
に
一
区
切
り
。

第
２
の
人
生
の
始
め
時
に
、
自
分
の

体
の
こ
と
、
健
康
の
こ
と
を
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？　

学
び
と
運

動
を
兼
ね
た
和
気
あ
い
あ
い
楽
し
い

講
座
で
す
。
や
る
気
と
体
力
を
身
に

つ
け
て
、
第
２
の
人
生
の
ス
テ
ッ
プ

に
し
ま
し
ょ
う
。
仲
間
を
誘
っ
て
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

日
程　

９
月
12
日
〜
11
月
28
日
の
月

曜
日
（
9
月
19
日
、
10
月
10
日
を
除

く
全
10
回
・
曜
日
変
更
の
場
合
あ
り
）

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時（
２
時
間
）

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
男
性

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
方
法　

申
込
先
に
電
話
か
窓
口

で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

９
月
２
日
㈮

　　

内
容

　
【
学
び
】

　

自
分
の
体
を
知
る

　

転
倒
・
骨
折
を
防
ぐ
！

　

元
気
は
口
か
ら
！

　

腰
痛
に
負
け
な
い
男
に
な
る
！

　

お
酒
と
う
ま
く
付
き
あ
う
コ
ツ

　
【
運
動
】

　

体
力
測
定
〜
自
分
を
見
つ
め
る
〜

　

気
合
い
だ
ー
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
！

　

腰
痛
、
ひ
ざ
痛
予
防
の
筋
ト
レ

　

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
〜
脳
ト
レ
！

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　

な
ど
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん

申
込
・
問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援
課

元
気
・
長
生
き
係
（
市
役
所
西
間
別

館
④
番
窓
口　

☎
22
‐
２
１
１
１　

内
線
１
２
３
１
）

も
う
ひ
と
っ
花　

 

咲
か
せ
る
た
め
の

受講者大募集！

健
康
づ
く
り
、
頭
で
は
分
か
っ
て
い
る
け
ど
な
か
な
か
ね
…
…
。

そ
ん
な
男
性
必
見
！

◆
高
額
医
療
費
の

支
払
い
が
減
額
さ
れ
ま
す
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「
家
族
の
時
間
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
す

試
験
の
種
類

①
高
等
学
校
卒
業
程
度
（
一
般
事

務
、
警
察
事
務
、
教
育
事
務
、
一

般
土
木
、
農
業
土
木
、
林
業
）

②
免
許
資
格
職
（
保
育
士
、
学
校

図
書
館
事
務
、
臨
床
検
査
技
師
、

看
護
師
）

③
警
察
官
Ｂ

④
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る

職
員
採
用
選
考
試
験（
一
般
事
務
、

警
察
事
務
、
教
育
事
務
）

申
込
方
法　

県
庁
新
館
１
階
情

報
プ
ラ
ザ
や
球
磨
地
域
振
興
局

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

熊
本
県
職
員
・
警
察
官

採
用
試
験

　

市
は
、「
家
族
の
時
間
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
地
域
独
自

の
休
日
を
設
定
し
て
大
人
と
子
ど

も
の
休
暇
を
合
わ
せ
、
地
域
ぐ
る

み
で
家
族
の
時
間
を
つ
く
り
出
す

取
り
組
み
で
す
。

　

市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
10
月

７
日
㈮
を
休
み
と
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
家
族
だ
ん
ら
ん
の
時
間
を

増
や
し
、
お
く
ん
ち
祭
な
ど
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
に
ぜ
ひ
ご
参

　

八
代
年
金
事
務
所
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
協
会
け
ん
ぽ
窓
口
が
、

窓
口
利
用
者
の
減
少
を
受
け
９
月

30
日
㈮
で
閉
所
し
ま
す
。
10
月
１

日
㈯
か
ら
は
全
国
健
康
保
険
協
会

熊
本
支
部
で
各
種
受
け
付
け
や
相

談
を
受
け
ま
す
。

新
窓
口　

全
国
健
康
保
険
協
会
熊

本
支
部
（
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺

１
‐
20
‐
22　

水
前
寺
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
２
階
）

電
線
の
近
く
は
危
な
い
の
で
近
づ

か
な
い
で
！

　

８
月
は「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

で
す
。
感
電
事
故
防
止
の
た
め
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○  

電
線
近
く
で
魚
釣
り
や
セ
ミ
捕

　

り
を
し
な
い

○
電
柱
や
鉄
塔
に
登
ら
な
い

○
切
れ
た
電
線
に
触
ら
な
い

○
発
電
所
・
変
電
所
に
入
ら
な
い

台
風
時
の
停
電
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

台
風
な
ど
の
災
害
で
停
電
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
停
電

に
備
え
て
日
頃
か
ら
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

停
電
時
に
必
要
な
も
の
（
例
）

携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
飲
料

水
、
携
帯
電
話
の
充
電
器
（
電
池

式
）、
乾
電
池
、
生
活
用
水

※
強
風
で
飛
ば
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
物
は
、
あ
ら
か
じ
め
し
っ
か
り

固
定
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
が
起
き
た
ら

○
切
れ
た
電
線
を
見
つ
け
た
ら
、

　

絶
対
に
触
ら
ず
に
九
州
電
力
に

　

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

○
傷
つ
い
た
り
水
に
漬
か
っ
た
り

　

し
た
電
気
器
具
や
コ
ー
ド
は
漏

　

電
や
火
災
の
原
因
に
な
り
ま

九
州
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

す
。
必
ず
電
気
店
な
ど
で
点

　

検
し
て
く
だ
さ
い

　

台
風
の
停
電
時
は
、
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
停
電
情
報
は
九
州
電
力
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま

す
。
ま
た
、
停
電
情
報
を
携
帯
電

話
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
用

http://w
w
w
.kyuden.co.jp

携
帯
電
話
用

http://kyuden.jp

問
合
せ　

九
州
電
力
株
式
会
社

人
吉
営
業
所
（
☎
０
１
２
０
‐

９
８
６
‐
６
０
８
）

【
航
空
学
生
】

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
方

申
込
期
限　

９
月
８
日
㈭

一
次
試
験
日　

９
月
22
日
㈭

【
一
般
曹
候
補
生
】

受
験
資
格　

18
歳
か
ら
27
歳
未
満

の
方
（
中
卒
可
）

申
込
期
限　

９
月
８
日
㈭

一
次
試
験
日　

９
月
17
日
㈯

【
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）】

受
験
資
格　

18
歳
か
ら
27
歳
未
満

の
方
（
中
卒
可
）

申
込
期
限　

９
月
８
日
㈭

学
科
試
験
日　

９
月
17
日
㈯

【
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）】

受
験
資
格　

18
歳
か
ら
27
歳
未
満

の
方
（
中
卒
可
）

申
込
期
限　

９
月
８
日
㈭

試
験
日　

９
月
25
日
㈰
・
26
日
㈪
・

27
日
㈫
の
う
ち
１
日

【
防
衛
大
学
校
（
推
薦
）】

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
外
地
か
ら

引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
か
ら
預

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

納
め
忘
れ
が
な
い
「
口
座
振
替
」

が
便
利
で
す
。
さ
ら
に
保
険
料
を

当
月
末
に
口
座
振
替
す
る
「
早
割

り
」
や
６
カ
月
分
を
ま
と
め
て
口

座
振
替
す
る
「
前
納
」
を
利
用
す

る
と
、
保
険
料
が
割
り
引
き
さ
れ

て
お
得
で
す
。
下
期
前
納
６
カ
月

分
（
10
月
〜
翌
３
月
分
）
の
申
し

込
み
は
８
月
末
ま
で
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
６
５
‐
35
‐
６
１
２
３
）、

市
保
険
年
金
課
国
保
年
金
係

水
の
恵
み
に

感
謝
し
ま
し
ょ
う
！

　

茂
ヶ
野
水
源
地
（
大
野
町
）
は
、

昭
和
32
年
10
月
に
本
市
最
初
の
上

水
道
と
し
て
給
水
を
開
始
し
た
水

源
で
す
。
古
仏
頂
・
井
ノ
口
水
源

と
共
に
重
要
な
水
源
で
、
本
市
の

総
配
水
量
の
約
50
㌫
を
賄
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
由
来
は
古
く
、
京
都

醍だ
い
ご
じ

醐
寺
と
関
連
し
た
茂
ヶ
野
修
験

道
の
精
神
の
鍛
練
な
ど
を
行
う
修

行
場
で
し
た
。
ま
た
相
良
藩
主
の

武
運
長
久
、
子
孫
繁
栄
、
領
中
安

全
を
祈
願
し
、
家
内
安
全
、
五
穀

協
会
け
ん
ぽ
窓
口
の

場
所
が
変
わ
り
ま
す

自
衛
官
採
用
試
験

終
戦
時
に
預
か
っ
た
通
貨

な
ど
を
お
返
し
し
ま
す

豊
熟
、
万
民
豊
楽
を
祈
っ
た
水
源

で
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
60
年
に

は
、
く
ま
も
と
名
水
１
０
０
選
の

一
つ
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
１
日
は
「
水
の
日
」、

８
月
１
日
〜
７
日
は「
水
の
週
間
」

で
す
。
本
市
の
主
な
水
源
は
自
然

の
恵
み
の
中
で
育
ま
れ
た
湧
水
で

す
。
美
し
い
森
林
や
美
し
い
川
を

守
り
、
水
資
源
を
大
切
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

８
月
６
日
㈯
は
水
源
祭

　

日
頃
の
水
の
恵
み
に
感
謝
す
る

意
味
で
、
こ
と
し
も
茂
ヶ
野
水
源

地
で
水
源
祭
（
神
事
の
み
）
を
開

催
し
ま
す
。

期
日　

８
月
６
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
〜

場
所　

茂
ヶ
野
水
源
地（
大
野
町
）

問
合
せ　

市
上
水
道
課
経
理
係

 

茂
ヶ
野
水
源
地
か
ら
湧
き
出
す
水

▲

職　　　種　一般事務（高卒程度）
採用予定数　２人程度
受験資格　 昭和55年４月２日～平成11年４月１

日に生まれた方
申込方法　 人吉球磨広域行政組合総務課にある申

込書に必要事項を記入し、申込先にお
持ちになるか郵送してください。申込
書は郵送請求やホームページからダウ
ンロードすることもできます。

申込期限　８月12日（金）
一次試験　９月18日（日）
申込・問合せ　 人吉球磨広域行政組合総務課
　　　　　　　（☎２３‐３０８０）
ホームページ　 http://www.hitoyoshikuma.com/

人 吉 球 磨 広 域 行 政 組 合

採 用 試 験

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
方

申
込
期
間　

９
月
５
日
㈪
〜
８
日

㈭試
験
日　

９
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

【
防
衛
大
学
校
（
総
合
選
抜
）】

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
方

申
込
期
間　

９
月
５
日
㈪
〜
８
日

㈭試
験
日　

９
月
24
日
㈯

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力

本
部
人
吉
地
域
事
務
所
（
☎
22
‐

４
７
０
４
）

加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
自
治
振
興
課
男
女
共

同
参
画
推
進
室

記
入
し
、
申
込
先
に
お
持
ち
に

な
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
郵
送
請
求
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
警
察
事
務
・
警
察
官
Ｂ
の
申
込

書
は
人
吉
警
察
署
や
近
く
の
交

番
・
駐
在
所
に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

８
月
８
日
㈪
〜
26
日

㈮
※
消
印
有
効

一
次
試
験
日　

①
・
②
９
月
25
日

㈰
、
③
10
月
16
日
㈰
、
④
10
月
23

日
㈰

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

県
人
事
委
員
会
事
務

局
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
７
３
３
）

▲ 預かっている通貨の例

▲ プロジェクトを活用し、おくんち祭
に参加しよう

か
っ
た
通
貨
や
証
券
類
を
返
還
し

て
い
ま
す
。

　

返
還
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
家

族
の
方
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
心
当
た
り
が
あ
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

長
崎
税
関
税
関
相
談

官
（
☎
０
１
２
０
‐
８
２
８
‐

６
８
０
）

募　

集

　

先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し

た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
戦

没
さ
れ
た
地
で
の
慰
霊
追
悼
や
地

域
の
住
民
と
の
友
好
親
善
活
動
を

行
い
ま
す
。

参
加
費
用　

10
万
円

実
施
地
域

【
広
域
地
域
】　

旧
満
州
、旧
ソ
連
、

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、ボ
ル
ネ
オ
・

マ
レ
ー
半
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
台

湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
中
国

【
特
定
地
域
】　

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、マ
ー
シ
ャ

ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

※
日
程
や
参
加
条
件
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
県
遺
族
連

合
会
（
☎
０
９
６
‐
３
５
２
‐

６
９
２
５
）

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
参
加
者
募
集

新
窓
口
業
務
開
始
日　

10
月
１
日

㈯問
合
せ　

全
国
健
康
保
険
協
会
熊

本
支
部
（
☎
０
９
６
‐
３
４
０
‐

０
２
６
０
）
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歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会

出
場
者
募
集

小
型
車
両
系
建
設
機
械

（
解
体
用
）
講
習
会

体
が
不
自
由
な
方
の

無
料
巡
回
相
談

い
っ
ぺ
ん
来
て
み
ら
ん
ね
!?

夏
休
み
１
日
体
験
教
室

講　

座

相　

談

８
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈪
広
報
配
布
、
新
市
庁
舎
建
設
に
伴

う
校
区
説
明
会
（
東
西
コ
ミ
セ
ン
）

２
㈫

３
㈬
新
市
庁
舎
建
設
に
伴
う
校
区
説
明
会

（
東
間
コ
ミ
セ
ン
）

４
㈭

５
㈮

６
㈯
水
源
祭(

茂
ヶ
野
水
源
地)

、
ゆ
う
れ

い
祭
り(

永
国
寺)

７
㈰

８
㈪
新
市
庁
舎
建
設
に
伴
う
校
区
説
明
会

（
中
原
コ
ミ
セ
ン
）

９
㈫
新
市
庁
舎
建
設
に
伴
う
校
区
説
明
会

（
西
瀬
コ
ミ
セ
ン
）

10
㈬

11
㈭
山
の
日

12
㈮
ひ
と
よ
し
盆
踊
り
（
九
日
町
一
帯
）

13
㈯

14
㈰

15
㈪
第
62
回
人
吉
花
火
大
会

16
㈫
広
報
配
布

17
㈬

18
㈭

19
㈮
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
夏
休

み
１
日
体
験
教
室(

SP)

20
㈯
ひ
と
よ
し
く
ま
総
会
議
（
球
磨
地
域

振
興
局
）

21
㈰
観
光
列
車
に
乗
っ
て
矢
岳
駅
で
S
L

を
描
こ
う
!
（
M
O
Z
O
C
A
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
集
合
）、
ペ
タ
ン
ク
大
会

（
SP
）

22
㈪

23
㈫

24
㈬

25
㈭
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
音
楽
隊
コ
ン

サ
ー
ト
（
CP
）

26
㈮

27
㈯

28
㈰

29
㈪

30
㈫

31
㈬

　

第
49
回
人
吉
市
歳
末
た
す
け
あ

い
演
芸
会
に
無
償
で
出
演
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

期
日　

12
月
４
日
㈰

時
間

午
前
の
部
＝
午
前
10
時
〜
午
後
0

時
30
分

午
後
の
部
＝
午
後
３
時
〜
５
時
30

分会
場　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

部
門　

舞
踊
、
民
謡
、
演
奏
、
郷

土
芸
能
な
ど

申
込
期
間　

８
月
15
日
㈪
〜
９
月

９
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
24
‐
９
１
９
２
）

期
日　

８
月
25
日
㈭

時
間　

開
場
：
午
後
６
時
30
分　

　
　
　

開
演
：
午
後
７
時

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

入
場
料　

無
料
（
整
理
券
が
必
要

で
す
）

問
合
せ　

免
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
☎
45
‐
６
１
１
３
）

期
日　

８
月
21
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
集
合

集
合
場
所　

人
吉
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
M
O
Z
O
C
A
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
８
６
８

行
程　

M
O
Z
O
C
A
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
受
け
付
け
、
開
会
式
）
↓
人

吉
駅
（
い
さ
ぶ
ろ
う
乗
車
）
↓
矢

岳
駅
（
駅
舎
・
給
水
塔
見
学
、
Ｓ

Ｌ
Ｄ
51
の
見
学
・
写
生
・
写
真
撮

影
、
し
ん
ぺ
い
乗
車
）
↓
人
吉
駅

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

　

脳
ト
レ
や
家
庭
で
で
き
る
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を

学
び
、
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
体

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

期
間　

９
月
12
日
〜
12
月
12
日
の

月
曜
日（
９
月
19
日
は
翌
20
日
㈫
、

10
月
10
日
は
翌
11
日
㈫
に
開
催
。

11
月
7
日
・
12
月
５
日
を
除
く
全

12
回
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30

分
（
９
月
12
日
と
11
月
28
日
は
午

後
１
時
〜
３
時
）

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

対
象
者　

中
高
齢
者

料
金　

３
６
０
０
円

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

期
日　

９
月
14
日
㈬

時
間　

午
前
９
時
〜

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

対
象
者　

小
型
車
両
系
建
設
機
械

（
整
地
用
）
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

方定
員　

40
人

受
講
料　

１
万
２
千
円

申
込
期
間　

８
月
15
日
㈪
〜
９
月

８
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー（
☎

22
‐
２
４
７
５
）

期
日　

８
月
21
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
予
約
不
要
）

場
所

①
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８
番

９
号
）

②
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
（
熊
本

市
中
央
区
大
江
４
丁
目
４
‐
34
）

③
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

（
八
代
市
新
町
５
番
20
号
）

電
話
相
談　

☎
０
９
６
‐
３
６
４

‐
０
８
０
０
（
当
日
の
み
）

問
合
せ　

吉
田
健
太
郎
さ
ん
（
土

地
家
屋
調
査
士
☎
０
９
６
‐

３
２
７
‐
９
５
１
３
）、
廣ひ

ろ
は
ま濱
翔

さ
ん
（
司
法
書
士
☎
０
９
６
‐

２
８
５
‐
１
１
２
０
）

内
容　

補
装
具
に
関
す
る
相
談
と

判
定
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
関
す
る
相
談

対
象
者　

肢
体
不
自
由
の
方

期
日　

９
月
13
日
㈫

　

い
つ
で
も
誰
で
も
参
加
で
き
る

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人

吉
」の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

家
族
や
友
達
を
誘
っ
て
一
緒
に
楽

し
く
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

体
験
種
目　

硬
式
テ
ニ
ス
、
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
、
は
じ
め
て
の
お
茶
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン

期
日　

８
月
19
日
㈮

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分（
受
け
付
け
は
午
後
６
時
か
ら
）

復
活
！ 

ひ
と
よ
し
盆
踊
り

陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面

音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

観
光
列
車
に
乗
っ
て

矢
岳
駅
で
Ｓ
Ｌ
を
描
こ
う
！

募　

集

　

フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
球
技
・
ペ
タ

ン
ク
の
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も

気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

家
族
や
友
達
と
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

ペ
タ
ン
ク
と
は　

コ
ー
ト
上
に
あ

る
サ
ー
ク
ル
を
基
点
と
し
、ビ
ュ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
る
目
標
球
に
ボ
ー
ル

を
投
げ
合
い
、
相
手
よ
り
近
づ
け

て
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

期
日　

８
月
21
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
開
会

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

参
加
料　

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
選
手
３

人
、
補
員
１
人

申
込
方
法　

市
社
会
教
育
課
に
あ

る
申
込
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

８
月
12
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
社
会
教
育
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

催　

し

ペ
タ
ン
ク
大
会

参
加
者
募
集

健
康
体
操
教
室

▲ 昨年の様子

大学生と人吉球磨地域の未来を
語り合いませんか？

　熊本県立大の学生11人でつくる研究グ
ループ「未

みら い

来創
そう し

士」では、「ひとよしくま総
会議」と題した地域の未来について語り合う
会議を開催します。前回６月に開催したとき
に出た「人吉球磨の良いところ・悪いところ」
をキーワードに、会話を楽しみながら人吉球
磨の未来を考えます。未来のために私たち住
民ができることを大学生と一緒に考えてみま
せんか？
期日　８月20日（土）
時間　午後１時～４時
場所　球磨地域振興局大会議室
※ 詳しくはホームページやフェイスブック、
ツイッターをご覧ください。

問合せ　熊本県立大学自主研究グループ「未
　　　　来創士」
電子メール　kenritsudai.16@gmail.com
ホームページ　http://dtpuromo1516.wix.
　　　　　　　com/future-session
フェイスブック　mirai.puk
ツイッター　@mirai_puk

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

参
加
料　

１
人
１
０
０
円

申
込
方
法　

市
社
会
教
育
課
に
あ

る
申
込
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

８
月
10
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

カ
ル
ヴ
ァ
ー

リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
事
務
局
（
市

社
会
教
育
課
内
）

　

昨
年
約
20
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

盆
踊
り
大
会
が
、『
熊
本
地
震
復

興
祈
願
「
復
活
！ 

ひ
と
よ
し
盆

踊
り
」』
と
題
し
て
今
年
も
開
催

さ
れ
ま
す
。
東
九
日
町
通
り
を
歩

行
者
天
国
に
し
て
開
催
さ
れ
る
盆

踊
り
大
会
に
ぜ
ひ
浴
衣
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
九
日
町
通
り
で
は
「
な
つ
え
び

す
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
日　

８
月
12
日
㈮

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30

分場
所　

九
日
町
一
帯

※
踊
り
の
練
習
を
希
望
す
る
方
は

東
九
日
町
商
店
街
振
興
組
合
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

東
九
日
町
商
店
街
振
興

組
合
（
☎
32
‐
９
０
５
９
）

参
加
料　

無
料

持
っ
て
く
る
物　

弁
当
、飲
み
物
、

帽
子
、
写
生
用
の
ク
レ
ヨ
ン
か
絵

の
具

申
込
方
法　

人
吉
商
工
会
議
所
に

あ
る
申
込
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
12
日
㈮

問
合
せ　

人
吉
鉄
道
観
光
案
内

人
会　

岡
本
さ
ん
（ 

☎
22
‐

１
８
２
６
）

申
込
期
間　

８
月
８
日
㈪
〜
29
日

㈪申
込
・
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

人
吉
市
体
育
協
会
（ 

☎
22
‐

１
６
８
８
）

受
付　

正
午
〜
午
後
１
時

場
所　

球
磨
地
域
振
興
局
大
会
議

室相
談
員　

医
師
、
看
護
師
、
義
肢

装
具
士
ほ
か

※
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
１
週
間
前
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
福
祉
課
障
が

い
者
支
援
係

震
災
・
住
宅
・
土
地
の

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
無
料
相
談
会

←

【お詫びと訂正】　広報ひとよし７月15日号（1063号）P８「行事カレンダー」に誤りがあ
りました。８月15日（月）の広報配布は８月16日（火）です。訂正しお詫び申し上げます。17 HITOYOSHI　2016.08.01 16広報ひとよし　８月号

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス



消
費
者

詐
欺
業
者

詐
欺
業
者

【問合せ】　人吉保健所（☎２２－３１０７）　

　動物の腸管にすむ大腸菌に汚染された食品や手
指から口に入り感染します。O

オー

157、O
オー

26、O
オー

11
などが原因菌です。

症　状

腸管出血性大腸菌感染症 手足口病
　２歳以下の乳幼児を中心に流行する急性ウイル
ス性感染症です。

ヘルパンギーナ
　４歳以下の小児がかかりやすい急性ウイルス感
染症で、夏かぜの代表的な病気です。

咽頭結膜炎（プール熱）
　唾のしぶきなどで感染するほか、プールの脱衣
所やタオルの共用でも感染します。

　気温が高くなるにつれて流行する夏の代表的な感染症を紹介します。正しい知識を身に付けて、
感染しないように注意しましょう。症状があるときは、早めに医療機関を受診してください。

予防策

症　状

予防策

症　状

予防策

症　状

予防策

◎ ３～５日間の潜伏期間を経て、下痢、腹痛、血
便、発熱などの症状が出る。

◎食品は十分に加熱する。
◎加熱前と後に使用する調理器具を共用しない。

◎ 手のひら、足の裏、口の中などに小さな水
すいほう

泡の
ような発疹ができる。頭痛や嘔

おうと

吐、高熱が２日
以上続く場合は早めに医療機関へ。

◎ しっかり手を洗い、タオルやハンカチを共用し
ない。

◎排せつ物は適切に処理する。

◎発熱と喉に水泡性の発疹ができる。
◎ 強い喉の痛みがあり、唾液を飲み込むのがつら
い。

◎ 外出後、食事前やトイレ後にうがいと手指の消
毒をする。

◎感染者との濃密な接触を避ける。
◎ プールでの水泳前後にはシャワーを浴び、タオ
ルやハンカチを共用しない。

◎ ５～７日間の潜伏期間を経て、発熱、咽頭炎、
結膜炎の症状があり、３～５日間続く。

人吉市消費生活センター
☎２２‒２１１１  内線 1215・1216

Consumption life center

新
た
な
手
口
の

架
空
請
求
に
注
意
！

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
「
有

料
サ
イ
ト
の
料
金
が
未
納
。
放
置
す
れ

ば
法
的
手
続
き
を
取
る
」
な
ど
の
身
に

覚
え
が
な
い
電
話
や
メ
ー
ル
が
届
く
の

が
架
空
請
求
で
す
。
指
示
さ
れ
る
支
払

方
法
は
、
銀
行
振
込
や
電
子
マ
ネ
ー
を

利
用
し
た
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ン
ビ
ニ
を

利
用
し
た
新
た
な
手
口
を
発
表
し
注
意

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
し
た
架
空
請
求
の
手

口
と
は

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や

通
販
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
払
い
は
、通
常
、

商
品
を
購
入
し
た
人
が
コ
ン
ビ
ニ
の
端

末
に
「
支
払
番
号
」
を
入
力
し
端
末
か

ら
出
力
さ
れ
た
紙
を
レ
ジ
に
出
し
て
支

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
て
い
ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
遊
ぶ

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
は
、
熱
中
す
る

あ
ま
り
有
料
ア
イ
テ
ム
（
ゲ
ー
ム
で
使

用
す
る
道
具
な
ど
）
を
次
々
購
入
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
。
中

に
は
、
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
子

ど
も
が
無
断
で
利
用
し
、
高
額
な
請
求

で
気
が
付
い
た
と
い
う
事
案
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
不
審
な
サ
イ
ト
に
誘
導
さ

れ
た
り
個
人
情
報
が
流
出
し
た
り
し
て

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

ま
ず
は
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
ゲ
ー

ム
利
用
の
実
態
や
仕
組
み
に
つ
い
て
理

解
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。ま
た
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
保
管
場
所
や
利

用
明
細
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
、
カ
ー

ド
の
管
理
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ゲ
ー
ム
利
用
の
ル
ー
ル
作
り
や
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み
な
ど
を
、

日
頃
か
ら
子
ど
も
と
よ
く
話
し
合
う
こ

と
が
最
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
身
近
な

保
護
者
同
士
で
、
不
安
に
思
う
こ
と
や

ト
ラ
ブ
ル
の
例
な
ど
を
日
頃
か
ら
話
題

に
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

払
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
は
そ
の
お
金
を

販
売
店
に
渡
す
（
収
納
代
行
）
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
新
た
な

手
口
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
う
部
分
だ

け
を
消
費
者
に
行
わ
せ
る
手
法
で
す
。

店
舗
（
出
品
者
）
も
詐
欺
業
者
で
取
引

自
体
が
空
売
り
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

◎
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
連
絡
し

な
い

　

電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
で
相
手
に
連
絡

す
る
と
、
自
分
の
情
報
を
相
手
に
知
ら

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
メ
ー
ル
を
返
信
す

る
と
、
返
信
メ
ー
ル
か
ら
自
分
の
氏
名

が
相
手
に
伝
わ
る
設
定
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
「
無

料
相
談
窓
口
」
に
相
談
し
て
、
別
の
契

約
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
必
ず
公
的
機
関
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

◎
支
払
い
を
求
め
ら
れ
て
も
、
支
払
う

前
に
相
談
す
る

　

一
度
支
払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す
の

は
困
難
で
す
。
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

支
払
う
前
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や

警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

困ったときは、消費生活センター（☎２２－２１１１　内線１２１５・１２１６）
または「消費者ホットライン」（☎１８８）に相談してください。

① インターネットの店舗やネットオークションで商品
を購入し、支払方法を「コンビニ払い」に指定して「支
払番号」を入手。

②消費者に電話や電子メールで連絡

有
料
サ
イ
ト
の
未
納

料
金
を
コ
ン
ビ
ニ
で

支
払
え
！

③ 支払いを請求された消費者がコンビニ
に行き、指定の「支払番号」で支払い

支払い

④「商品」を入手

コンビニ払いを指示する架空請求の手口の流れ

電話
メール 商品購入

支払番号入手
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身近な環境美化や地球温暖化対策について、皆さんに耳寄りな情報をお届けします。

室温を下げすぎない暮らしは

健康にも環境にも優しい！

④

問 市保健センター母子保健係(☎２４－８４２０)

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

新刊案内

今月の紹介者

人吉のリーダーの皆さんが
おすすめの本を紹介します。

問 人吉球磨日本遺産活用協議会
　 （市歴史文化課内　☎２２－２３２４)
ホームページ　http://hitoyoshi-kuma-heritage.jp/

●室温 28℃の “クール ”な夏の暮らし方　
○エアコンの設定温度を28℃に設定
○扇風機やうちわなどを利用して体感温度を下げる
○朝や夕方の打ち水で涼を取る
○小まめなエアコンフィルター清掃で冷房効率をアップ
○夏野菜をおいしく食べて体の中からクールダウン

第４回

場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
　　　　　８月30日（火）までの平日は～午後６時
休館日：月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）

　

家
族
と
仕
事
を
失
っ
た
杉
村

三
郎
は
、
東
京
都
北
区
に
私
立

探
偵
事
務
所
を
開
業
し
た
。
あ

る
日
、
亡
き
父
が
残
し
た
「
人

を
殺
し
た
」
と
い
う
告
白
を
調

査
し
て
欲
し
い
と
の
依
頼
が
あ

り
…
…
。
表
題
作
ほ
か
全
４
編

を
収
録
。
宮
部
み
ゆ
き
フ
ァ
ン

待
望
の
現
代
ミ
ス
テ
リ
ー
で

す
。

　
「
お
ば
け
だ
ぞ
〜
」。
シ
ー
ツ

を
か
ぶ
っ
て
、
お
ば
け
に
な
っ

た
ね
ず
み
く
ん
。
み
ん
な
を
脅

か
そ
う
と
出
掛
け
ま
す
。
す
る

と
、
動
物
た
ち
も
お
ば
け
に

な
っ
て
や
っ
て
き
て
…
…
？ 

ク
ス
ッ
と
笑
え
て
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
ぞ
わ
っ
と
す
る
お
話
。
子
ど

も
が
大
好
き
な
お
ば
け
絵
本
。

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
ま
す
。

宮部 みゆき著

希望荘

なかえ よしを著

ねずみくんとおばけ

有限会社ひまわり亭
代表取締役

　私は、壁にぶつかったとき
や迷ったり、くじけそうになっ
たときは本で自分の心と考え
方をコントロールします。この
本もその１冊です。「人生って
なんだろう？」「どんな風に生
きていけばいいのだろう？」と
悩んでいるときに読むと、前
向きな自分に戻ります。あり
きたりな人生論ではないので
心が元気になりますよ。

本田　節さん

８月の休館日　
１日、８日、15日、22日、29日

生きるヒント

五木 寛之著

相良家墓地

相良家代々の墓

　相良家墓地は、歴代の当主やその妻子な
どの墓が集まる大名家墓地です。風格ある
墓群が５つの場所に整然と立ち並ぶ様子は
圧巻で、昭和 37年に県指定史跡に指定さ
れています。墓地になる前は、古い時期の
相良氏の館があったとされ、周囲を巡る
土
どるい

塁は館を守るための防御設備だったと考
えられています。
　13 世紀頃には、同地に願成寺の本堂で
ある金

こんどう

堂が建てられ、堂
どうまえ

前に初代当主長
ながより

頼
の遺骨が葬られたと言われています。後に
金堂は焼失し、墓は改めて建立されました。
そのとき発掘された長頼の遺骨は、新たに
墓石の下に改葬され、今日に至ります。こ
のように相良家墓地も、相良 700 年と呼
ばれる長く深みある歴史の上に成立してい
ます。

▲墓石の数は相良家が長く続いたことを物語っています

乳幼児期に見られる発達障がいの子どもの特性例
○６～ 12カ月頃
・あやしても顔を見たり笑ったりしない
・小さな音に過敏。または、大きな音に驚かない
・視線が合いにくい
○１歳６カ月頃
・名前を呼んでも振り向かないことがよくある
・行動がとても活発で、目が離せない
・食べる物にとても偏りがある
○３歳頃
・言葉のやりとりで会話にならないことが多い
・同じ服を着たがる、同じおもちゃでしか遊ばない
・集団の中で友達と遊ばない
※これらが即発達障がいに結びつくわけではありま
せん。子育てで気になる事や心配な事があれば、市
保健センターに相談してください。

発達障がいの気付きと理解
子どもを育てにくいと思ったことはありませんか？
　近年、「発達障がい」という言葉をよく耳にします。
生まれつき脳機能に障がいがあることが原因で、親
の育て方が問題ではありません。専門医の話では、
約10人に1人が発達障がいだと言われています。
　症状の現れ方はさまざまで、家庭内で「何となく
育てにくい」などの育てにくさで気付く場合があり
ます。乳幼児期は子どもがいろいろな能力を身につ
ける時期ですので、早い時期に発達障がいの特性に
気付くことが大切です。そして子どもを理解し、周
りの大人たちが特性に応じた丁寧な関わりをするこ
とで、長所や才能を伸ばすことができます。

「育てにくい子＝困った子」ではありません。
子ども自身が困っています。
子どもは、自分を「理解して欲しい」と思って
います。
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Mayor ' s  Diary

人吉の食材を使った人吉の伝統食の作り方を紹介します。

Vol.15

作り方

材 料材料

※読者プレゼントを提供してくださる事業
者を募集中。市企画課へご連絡ください。

３歳までの子どもの写真募集中！
応募・問合せ
〒 868-8601
人吉市下城本町 1578 番地１
市企画課広報担当
（☎ 22‒2111  内線 2222）
電子メール
kikaku@city.hitoyoshi.lg.jp

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
身
近
な
出
来

事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
下
記
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
り
ま
す
。

宛
先　

〒
８
６
８
‐
８
６
０
１　

人

吉
市
下
城
本
町
１
５
７
８
番
地
１ 

市
企
画
課
広
報
担
当

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
city.

hitoyoshi.lg.jp

※
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

連絡先を忘れずに

ふ
る
さ
と
の
食
指
南
書
作
成
委
員
会 

会
長　

山
上 

日
出
世
さ
ん

■ 編集後記 ■

♪ 
♡

♡♡ 

昔ながらのお盆料理

「干しタラの煮物」

①   水で戻した干しタラを熱湯にほぐし入れる。切ったゴボウも入
れて、硬い場合は少し煮出たせる

② ①に食べやすい長さに切った昆布を入れる
③  調味料（濃口しょうゆ・薄口しょうゆ・酒・砂糖）を入れ、落
としぶたをして約 30分煮る

④ 焦げないように返しながら、強火から弱火にして煮詰めて完成！

干しタラ（100㌘）／昆布（２枚）／ゴボウ（中２本）／濃口しょ
うゆ（大さじ３）／薄口しょうゆ（大さじ１）／赤酒または酒（大
さじ２）／三温糖または黒砂糖（大さじ４）

　昔から保存食として食べられてき
た干しタラを使ったお盆料理です。
タラの塩加減でしょうゆの量を変え
て味を調えてくださいね。
　夏は酢の物も欠かせません。人吉
球磨地方の酢の物は、海藻のトサカ
ノリを入れるのが特徴です。合わ
せ酢を酢みそに変えてもおいしく
いただけますよ

▲ 昔ながらの「干しタラの煮物」とトサカノリとキュウリの酢の物 (奥 )

人吉市長　松岡 隼人

　

7
月
1
日
か
ら
、「
九
州
ふ
っ
こ

う
割
」
の
発
売
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
熊
本
地
震
で
影
響
を

受
け
た
九
州
の
観
光
産
業
の
早
期
復

興
の
た
め
に
政
府
が
実
施
す
る
支
援

制
度
で
、
九
州
の
宿
泊
や
ツ
ア
ー
が

最
大
7
割
引
き
に
な
る
旅
行
プ
ラ
ン

の
こ
と
で
す
。

　

本
市
で
も
観
光
客
が
激
減
し
、
観

光
産
業
を
は
じ
め
関
連
産
業
に
地
震

の
影
響
が
見
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
や
個
人
の
皆
さ
ん

が
努
力
し
、
一
体
と
な
っ
て
活
発
に

行
動
。
そ
の
結
果
、
徐
々
に
観
光
客

の
姿
を
市
内
で
目
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
本
市
の
観
光
業
が
担
う

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
は
大
変
あ

り
が
た
い
制
度
で
す
が
、
ず
っ
と
続

く
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
制

度
を
き
っ
か
け
に
、
何
度
も
人
吉
を

訪
れ
る
人
吉
の
フ
ァ
ン
を
作
る
こ
と

が
最
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
観
光
業
な
ど
の
関
係
者
が
一

体
と
な
っ
て
地
域
の
魅
力
を
磨
き
上

げ
広
く
発
信
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
行
政
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
方

に
こ
の
地
域
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■ 次号９月 1日号のおたよりコーナーのプレゼント ■

「じゃらんじゃらん」の
ランチ（ペア２組）

　ココナッツ風味でほどよい辛さのイ
ンドネシア風「牛肉ココナッツミルク
煮」と、スパイスが効いた「インドカ
リー」のどちらかお選びください。エ
スニック料理で暑い夏を乗り切ろう！
■問合せ　じゃらんじゃらん（矢黒町
1911 － 10　☎２４－５７１０）

　今回の特集は「山の日」。
山を知るには山登りをしなく
てはと、登山好きの家族に装
備を借り、登山靴を購入して
白髪岳登山に初挑戦！ 山頂
までの道のりはたやすいもの
ではありませんでしたが、登
頂したときの爽快感は最高！ 
同行いただいた人吉山の会の
皆さん、ありがとうございま
した。（渡邊）

★
い
つ
も
広
報
ひ
と
よ
し
を
楽
し

く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

　

7
月
1
日
号
で
は
高
校
生
の
ア

メ
リ
カ
へ
の
研
修
に
つ
い
て
特
集

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
生
が

考
え
る
こ
と
は
す
ご
い
と
感
じ
、

鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。
研
修
に
参

加
し
た
高
校
生
が
積
極
的
に
行
動

し
て
い
る
姿
を
見
て
、
私
自
身
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
わ

さ
れ
ま
し
た
。
高
校
生
は
勉
強
や

部
活
な
ど
で
忙
し
い
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
海

外
で
い
ろ
い
ろ
な
考
え
に
触
れ
る

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
感

じ
ま
し
た
。P.N

ス
タ
ン
プ(

願
成
寺
町)

●
研
修
の
報
告
会
に
は
参
加
さ
れ

ま
し
た
か
？ 

報
告
会
で
は
大
勢

の
人
の
前
で
堂
々
と
発
表
す
る
高

校
生
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

★
娘
（
1
歳
）
と
散
歩
し
て
い
る

と
通
り
す
が
り
の
方
が
、
温
か
い

言
葉
を
掛
け
て
く
だ
さ
り
ま
す
。

人
吉
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
心
か

ら
思
う
ひ
と
と
き
で
す
。

P.N
Ｙ
Ｔ
Ｙ（
東
間
下
町
）

●
人
吉
は
人
が
良
い
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
物
語
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
す
ね
。

★
5
月
に
人
吉
に
引
越
し
て
き
ま

し
た
。
初
め
て
の
人
吉
で
ド
キ
ド

キ
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
所
の
方

も
親
切
で
だ
い
ぶ
人
吉
に
慣
れ
て

き
ま
し
た
。
ま
だ
、
人
吉
の
知

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
広
報
ひ
と
よ
し
で
教
え
て
く

だ
さ
い
。

P.N
は
さ
や
（
西
間
上
町
）

●
人
吉
は
人
や
自
然
、
歴
史
な
ど

良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
市
の
魅
力
や
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

の
で
読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。
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編
集
・
発
行
　
人
吉
市
役
所
企
画
課

〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
下
城
本
町
1578

番
地
１

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

city.hitoyoshi.lg.jp
☎
（
0966）

22-2111　
℻
  （
0966）

24-3519
広
報
ひ
と
よ
し
  平
成
28
年
８
月
1
日
号
  第
１
０
６
４
号

【問合せ】　人吉商工会議所（☎２２－３１０１）、市観光振興課（☎２２－２１１１ 内線５１４３）

※ 来たときよりも美しく！ 翌朝６時からはクリーン人吉
早朝清掃を行います。ぜひご参加ください。
※ごみはお持ち帰りください。
※ 危険防止のため、会場内でドローンは使用しないで
ください。

当日の交通規制当日の交通規制
■水 の 手 橋　午後６時～ 10時　全面通行止め
■大橋・大手橋　午後６時～ 10時　車両通行止め
※ そのほか、会場周辺でも交通規制を行います。皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。


